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■□■ショートコメント■□■ 

◆口達者な詐欺師・小池則夫役の中井貴一と、うだつの上がらない陶芸家・野田佐輔役の

佐々木蔵之介が共演。その意外な“組み合わせの妙”によって、『嘘八百』（17 年）がヒット

した（『シネマ41』72頁）ため、すかさずその第２弾が！ 

 第１作の騙しのネタが千利休の幻の茶器なら、第２作のそれは武将茶人・古田織部の幻

の茶器に設定。そして、第２作では、第１作では不要としていたマドンナを登場させた。

それが、京の着物美人・橘志野（広末涼子）だが、当然『嘘八百』シリーズのマドンナは、

『寅さん』シリーズのマドンナとは異質の、詐欺師まがいの設定に・・・？ 

 

◆本作のチラシには、「まさかまさかの続編！！あの〈骨董コンビ〉が帰ってくる！！」「あ

の〈骨董コンビ〉再び。幻の古田織部の茶器でひと助け！！」「俺たちに女難の相だって！？

哀しき京美人を救え！「嘘八百」がスケールも招福度もドーンとパワーアップ！！！」の

フレーズが躍っている。 

 

◆また、公式ホームページによれば、本作のストーリーは次のとおりだ。 

 

まあ、これだけ読めば、本作は観たも同然・・・？ 

嘘八百 京町ロワイヤル 

2019年／日本映画 

配給：ギャガ／106分 

2020（令和2）年2月22日鑑賞 ＴＯＨＯシネマズ西宮ＯＳ 

 

★★★ 
監督：武正晴 

出演：中井貴一／佐々木蔵之介／広

末涼子／友近／森川葵／山

田裕貴／坂田利夫／前野朋

哉／木下ほうか／塚地武雅

／竜雷太／加藤雅也／宇野

祥平／桂雀々／吹越満／坂

田聡／冨手麻妙／山田雅人

／国広富之 
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◆私は、星４つをつけた『嘘八百』の評論のラストに「付録は蛇足？それとも世代交代は

不可欠？」の見出しで「今や日本の中小企業の多くは後継者不足で事業を廃止しなければ

ならない状況に陥っているが、それは詐欺師も同じ」と書いたうえで、「小池も野田も後継

者不足（ナシ？）で悩んでいたはずだが、本作のあっと驚くラストのドタバタ劇を見ると、

なるほどこれもあり？」と書いた。 

 しかして、「まさかの続編！！」ができるなら、その主人公は世代交代した２代目になる

のが本来の筋だが・・・。 

  

◆しかし、『ロッキー』シリーズがシリーズ第７作目の『クリード チャンプを継ぐ男』（15

年）になるまで、なかなか“世代交代”できなかった（『シネマ37』27頁）のと同じように、

『嘘八百』シリーズもやはり中井貴一と佐々木蔵之介の二枚看板でなければムリ。たしか

に、小池の娘・大原いまり（森川葵）や野田の息子・野田誠治（前野朋哉）の存在感（の

弱さ）を見れば、それはそうだろう。しかし、第１作と同じ武正晴監督によるあの“骨董コ

ンビ”が帰ってきても、同じような設定、同じような騙し、同じようなドタバタ劇では長期

シリーズ化は到底ムリ。本作ラストでは、「ひょっとして第３作も・・・？」という期待が

ミエミエだが、それは第２作がヒットするか否かにかかっている。 

 そのようにシビアに考えると、シリーズ第３作は多分ムリ・・・？ 

 

２０２０（令和２）年２月２７日記 

 

 


